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紹
介
と
批
評

吉
岡
金
市
著

　
　
　
『
森
近
蓮
至

　
　
　
　
　
ー
大
逆
事
件
の
最
も
い
た
ま
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犠
牲
者
の
思
想
と
行
動
1

　
森
近
運
李
は
、
い
わ
ゆ
る
大
逆
事
件
の
犠
牲
者
の
一
人
で
あ
る
。
明
治
天
皇

暗
殺
の
陰
謀
を
く
わ
だ
て
た
と
い
う
の
で
、
明
治
四
三
年
五
月
二
五
日
、
宮
下

太
吉
が
信
州
松
本
近
郊
の
明
科
で
瞼
塁
さ
れ
て
か
ら
全
國
で
一
、
O
O
O
名
近

く
の
吐
會
主
義
者
が
い
つ
せ
い
に
検
學
さ
れ
、
結
局
二
六
名
が
法
廷
に
邊
ら
れ

た
。
翌
一
月
一
八
日
に
到
決
が
あ
り
、
二
四
名
が
死
刑
、
の
こ
る
二
名
が
懲
役

一
一
年
、
同
八
年
の
刑
を
宣
告
さ
れ
た
。
死
刑
を
宣
告
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
牟

籔
の
一
二
名
が
璽
一
九
日
死
一
等
を
減
ぜ
ら
れ
無
期
と
な
つ
た
が
、
こ
れ
ら
二

六
名
の
う
ち
三
、
四
名
を
の
ぞ
く
他
の
大
部
分
の
人
々
は
ま
つ
た
く
事
件
と
闘

係
な
く
無
罪
で
あ
る
こ
と
は
事
件
當
時
か
ら
語
り
つ
た
え
ら
れ
、
敗
職
後
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八
　
　
　
（
六
七
〇
）

方
面
の
研
究
が
自
由
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
か
ら
そ
の
こ
と
が
確
謹
さ
れ
る

よ
う
に
な
つ
た
。
森
近
蓮
李
も
、
ま
つ
た
く
事
件
と
は
關
係
の
な
い
、
い
た
ま

し
い
犠
牲
者
の
一
人
で
あ
り
、
明
治
四
四
年
一
月
二
四
日
絞
首
璽
上
に
滑
え
た

の
で
あ
る
。

　
著
者
吉
岡
金
市
博
士
が
森
近
蓮
李
に
關
心
を
も
ち
は
じ
め
た
の
は
、
明
治
四

四
年
春
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
「
大
逆
事
件
の
最
も
い
た
ま
し
い
犠
牲
者
ー

森
近
蓮
李
」
の
傳
記
を
か
か
ね
ぽ
な
ら
な
い
と
思
い
た
つ
た
の
は
、
大
正
二

年
春
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
傳
記
を
か
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
つ
て
か
ら
、
ま

さ
に
四
〇
年
の
月
日
が
な
が
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
な
ぜ
森
近
の
傳
記
を
か
か
ね

ば
な
ら
な
か
つ
た
か
の
理
由
に
つ
い
て
吉
岡
博
士
は
、
森
近
と
博
士
と
は
「
同

郷
・
同
窓
・
同
學
と
い
う
因
縁
の
外
に
、
彼
が
自
然
科
學
と
肚
會
科
學
を
統
一

し
た
す
ぐ
れ
た
農
業
理
論
家
で
あ
り
、
理
論
と
實
陵
を
統
一
し
た
人
道
主
義
的

な
肚
會
活
動
家
で
あ
つ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
特
別
の
關
心
を
彿
つ
て
い
ま
し

た
」
（
三
六
一
頁
）
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
言
葉
の
な
か
に
本
書
の
ポ
イ

ン
ト
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
本
書
は
、

　
序
－
本
書
の
な
り
た
ち

　
一
、
大
逆
事
件
の
歴
史
的
意
義

　
二
、
大
逆
事
件
と
森
近
浬
李

　
三
、
森
近
蓮
準
の
生
い
立
ち

　
四
、
森
近
運
耶
の
人
と
事
業



　
五
、
森
近
蓮
耶
の
社
會
主
義

　
六
、
森
近
運
卒
の
農
業
理
論

　
七
、
森
近
運
年
の
刑
死
の
前
後

　
八
、
森
近
運
卒
は
生
き
て
い
る

　
附
録
、
森
近
運
準
獄
中
書
簡

　
践
－
森
近
蓮
季
と
筆
者
と
の
因
縁

と
い
う
順
序
と
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
森
近
蓮
李
を
語
ろ
う
と
す
れ
ば
、
と
う
ぜ
ん
大
逆
事
件
に
ふ
れ
な
く
て
は
な

ら
な
い
が
、
吉
岡
博
士
は
「
法
律
的
に
い
つ
て
、
『
か
れ
ら
（
中
村
註
－
事
件
の

關
係
者
）
が
全
く
無
實
の
罪
』
で
な
く
、
籔
名
の
も
の
は
明
治
の
刑
法
に
い
く

ら
か
ふ
れ
て
い
た
」
（
二
一
頁
）
こ
と
を
み
と
め
て
お
ら
れ
る
。
「
大
逆
事
件
は
、

當
時
の
無
政
府
主
義
者
の
一
部
の
人
々
ー
宮
下
・
管
野
・
新
村
ら
の
三
人
に

さ
ら
に
古
河
を
加
え
て
僅
か
四
人
の
人
々
が
計
書
し
た
天
皇
暗
殺
の
準
備
計
書

を
た
ね
に
、
當
時
支
配
者
に
と
つ
て
う
る
さ
い
存
在
と
な
つ
て
い
た
吐
會
主
義

者
を
、
一
網
打
蓋
に
や
つ
け
よ
う
と
す
る
軍
閥
官
僚
の
仕
組
ん
だ
デ
ッ
チ
ア
ゲ

事
件
で
あ
つ
た
」
（
二
四
頁
）
と
も
い
わ
れ
て
お
る
。
ま
こ
と
に
科
學
的
な
態
度

で
事
件
を
み
つ
め
、
正
し
く
評
債
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

研
究
者
の
な
か
に
は
事
件
關
係
者
全
員
が
天
皇
暗
殺
と
無
關
係
で
あ
り
、
全
事

件
が
デ
ッ
チ
ア
ゲ
だ
と
い
う
も
の
さ
え
す
く
な
か
ら
ず
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
誰

と
誰
が
天
皇
暗
殺
の
準
備
計
書
を
し
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
明
治
の
刑
法
に
ふ
れ

　
　
　
　
紹
介
と
批
詐

る
か
と
い
う
貼
と
、
ま
つ
た
く
事
件
と
關
係
の
な
か
つ
た
者
す
ら
吐
會
主
義
者

で
あ
る
が
た
め
に
無
實
の
罪
を
負
わ
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
と
い
う
黙
は
は

つ
き
り
さ
せ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
吉
岡
博
士
は
「
大
逆
事
件
に
は
天

皇
の
暗
殺
と
肚
會
主
義
の
大
逆
殺
と
い
う
二
つ
の
質
の
ち
が
つ
た
間
題
が
、
重

ね
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
二
つ
は
、
階
級
的
性
格
を
も
つ
て
い
る
。
大
逆

事
件
は
、
支
配
者
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
絶
封
主
義
的
な
天
皇
の
暗
殺
事
件
で
あ

り
、
被
支
配
者
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
先
駆
的
な
社
會
主
義
者
の
大
逆
殺
事
件
で

あ
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
事
件
の
階
級
性
を
ぬ
き
に
し
て
は
、
大
逆
事
件
の
眞

實
は
解
明
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
る
」
（
一
八
頁
）
と
事
件
の
性
質
を
明
確
に
さ
れ

て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
森
近
蓮
李
は
、
ま
つ
た
く
「
杜
會
主
義
者
の
大
逆
殺
」
の
犠
牲
者

で
あ
つ
た
。
彼
は
事
件
と
は
何
の
關
係
も
な
か
つ
た
が
、
幸
徳
傳
次
郎
、
管
野

須
賀
子
に
つ
ぐ
重
要
犯
人
と
し
て
大
逆
事
件
に
關
係
せ
し
め
ら
れ
た
の
は
な
ぜ

で
あ
つ
た
か
。
事
件
の
お
こ
る
籔
ヵ
月
前
の
警
察
の
報
告
書
は
森
近
の
動
灘
に

つ
い
て
「
至
極
李
穏
ニ
シ
テ
何
等
怪
シ
ム
ヘ
キ
行
動
ナ
シ
」
（
二
五
九
頁
）
と
記

し
て
い
た
し
、
そ
の
こ
ろ
森
近
は
幸
徳
の
思
想
と
私
生
活
を
批
剣
し
、
幸
徳
・

管
野
と
訣
別
し
て
郷
里
に
か
え
り
ガ
ラ
ス
室
園
藝
に
從
事
し
て
い
た
。
宮
下
よ

り
天
皇
暗
殺
の
計
書
が
も
ら
さ
れ
た
と
き
も
自
分
に
は
妻
子
が
あ
る
か
ら
と
い

つ
て
、
は
つ
き
り
こ
と
わ
つ
た
森
近
で
あ
つ
た
。
そ
の
彼
が
重
要
犯
人
と
し
て

絞
首
毫
に
浴
え
な
く
て
は
な
ら
な
か
つ
た
の
は
な
ぜ
か
。
こ
の
黙
に
つ
き
吉
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九
　
　
　
（
六
七
一
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

博
士
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
読
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
天
皇
暗
殺
計
書
は
宮
下
を
中

心
と
し
て
管
野
・
新
村
・
古
河
ら
の
あ
い
だ
で
進
行
し
て
い
た
が
（
七
一
頁
）

こ
の
計
豊
の
樵
進
者
「
宮
下
に
天
皇
家
の
尊
敬
に
値
し
な
い
こ
と
を
教
え
た
黙

に
あ
る
」
（
七
六
頁
）
の
で
あ
る
。
森
近
が
天
皇
家
の
奪
敬
す
る
に
値
し
な
い
こ

と
を
知
つ
た
の
は
久
米
邦
武
の
名
著
『
日
本
古
代
史
』
に
よ
つ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
森
近
が
宮
下
に
こ
の
こ
と
を
教
え
た
の
は
、
明
治
四
〇
年
一
二
月
で
あ

る
が
、
宮
下
が
森
近
に
天
皇
暗
殺
の
決
意
を
告
げ
た
の
は
明
治
四
二
年
二
月
で

あ
る
か
ら
、
爾
者
の
間
に
は
時
間
的
な
へ
だ
た
り
が
あ
つ
て
、
直
接
的
な
關
係

は
な
か
つ
た
（
七
六
頁
）
。
瞼
事
論
告
で
さ
え
、
森
近
が
天
皇
暗
殺
の
共
同
謀
議

者
（
正
犯
）
に
關
係
の
う
す
い
こ
と
を
み
と
め
、
彼
を
從
犯
の
列
に
加
え
て
い

た
ほ
ど
で
あ
つ
た
。
し
か
し
從
犯
の
大
多
藪
が
死
減
一
等
の
恩
赦
に
浴
し
た
に

か
か
わ
ら
ず
、
森
近
が
絞
首
刑
に
さ
れ
た
根
本
の
理
由
は
、
天
皇
制
の
タ
ブ
ー

に
手
を
ふ
れ
て
、
鱗
働
者
の
目
ざ
め
を
う
な
が
し
た
こ
と
が
、
明
治
天
皇
及
び

そ
の
忠
義
な
家
來
た
ち
の
心
謹
を
い
ち
じ
る
し
く
害
し
た
た
め
と
い
わ
ざ
る
を

え
な
い
、
と
い
う
神
崎
清
説
を
吉
岡
博
士
は
引
用
し
て
説
明
し
て
い
る
（
七
六

－
七
頁
）
。
「
人
民
ガ
日
本
ノ
皇
室
ヲ
萬
世
一
系
ノ
天
皇
デ
ア
ル
ト
奪
信
ス
ル
ハ

一
種
ノ
迷
信
デ
ア
ル
、
史
家
ハ
神
武
天
皇
ガ
大
和
ノ
橿
原
テ
印
位
セ
ラ
レ
タ
ト

書
ヒ
テ
居
ル
ガ
、
當
時
印
位
杯
ト
言
フ
観
念
ガ
ア
ッ
タ
カ
否
カ
ハ
到
ラ
ヌ
。
紳

武
天
皇
ハ
九
州
ノ
邊
隅
ヨ
リ
起
ツ
テ
長
髄
彦
等
ヲ
倒
シ
、
其
領
土
ヲ
奪
ッ
タ
ノ

デ
ア
ル
ト
（
宮
下
二
－
中
村
註
）
読
明
シ
マ
シ
タ
。
之
ハ
私
ガ
久
米
邦
武
氏
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
　
　
　
（
六
七
二
）

日
本
古
代
史
ヲ
讃
ン
デ
得
タ
意
識
二
自
己
ノ
考
エ
ヲ
加
ヘ
タ
読
デ
ス
」
（
二
七
四

頁
）
と
森
近
は
彼
の
天
皇
観
を
豫
審
調
書
で
開
陳
し
た
が
、
か
か
る
科
學
的
史

観
・
天
皇
観
を
も
ち
え
た
の
は
明
治
の
肚
會
主
義
者
の
な
か
で
も
限
ら
れ
た

二
、
三
の
も
の
だ
け
で
あ
つ
た
。
森
近
は
こ
の
科
學
的
な
史
観
の
持
主
だ
つ
た

が
ゆ
え
に
國
家
橿
力
に
よ
り
虐
殺
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
職
前
は
天

皇
と
天
皇
制
を
ど
う
み
る
か
と
い
う
こ
の
一
黙
の
評
贋
に
よ
つ
て
そ
の
思
想
と

實
践
の
眞
爲
の
ほ
ど
を
見
わ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
森
近
運
李
は
科
學
的
な
史

観
を
も
ち
え
た
か
ず
少
い
先
駆
者
の
一
人
と
し
て
高
く
評
償
さ
れ
て
よ
い
、
と

考
え
る
筆
者
は
本
書
の
な
か
か
ら
と
く
に
こ
の
織
を
と
り
あ
げ
て
紹
介
し
た
わ

け
で
あ
る
。

　
森
近
は
ま
た
「
蓬
業
組
合
は
中
蓬
以
下
の
實
業
者
を
利
す
る
主
要
目
的
と
す

る
」
と
い
う
小
作
組
合
論
を
展
開
し
た
す
ぐ
れ
た
先
騙
的
な
農
業
理
論
家
で
あ

つ
た
こ
と
も
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
幸
徳
傳
次
郎
が
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
机
上
の
理
論
家
で
あ
つ
た
の
に
た
い
し
、
森
近
は
螢
働
者
・
農
民
の
な
か

に
は
い
つ
て
い
く
實
践
家
で
あ
つ
た
こ
と
も
力
説
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
黙

は
、
彼
の
天
皇
観
と
と
も
に
森
近
を
評
債
す
る
場
合
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
黙
で

あ
る
。

　
森
近
が
肚
會
主
義
者
に
な
る
ま
で
の
コ
ー
ス
を
略
述
す
る
と
、
彼
は
明
治
一

四
年
一
月
二
〇
日
岡
山
縣
後
月
郡
高
屋
町
森
近
嘉
三
郎
の
長
男
と
し
て
生
れ
、

同
三
三
年
三
月
岡
山
縣
立
農
學
校
第
一
同
生
を
首
席
で
卒
業
し
、
同
三
五
年
二



月
岡
山
縣
聴
に
勤
務
し
農
業
行
政
と
く
に
産
業
（
協
同
）
組
合
の
組
織
と
指
導

に
あ
た
つ
た
。
縣
聴
よ
り
派
遣
さ
れ
、
産
業
組
合
の
講
習
會
に
上
京
し
、
あ
る

晩
吐
會
主
義
演
読
會
に
と
び
こ
み
幸
徳
の
熱
辮
に
感
激
し
吐
會
主
義
へ
入
つ
て

い
つ
た
（
一
四
六
頁
）
の
で
あ
る
。
明
治
三
七
年
夏
、
反
戦
的
な
「
舌
繭
事
件
」

で
同
年
末
日
付
で
縣
臆
を
雛
職
し
、
こ
こ
に
吐
會
主
義
者
森
近
蓮
李
が
登
場
す

る
。　

森
近
は
大
蓮
事
件
の
な
か
で
幸
徳
・
管
野
に
つ
ぐ
重
要
犯
人
と
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
れ
で
は
森
近
と
は
ど
う
い
う
人
物
で
あ
り
、
本
當
は
な
に
を
し
た
か
、

と
い
う
鮎
に
つ
い
て
從
來
究
明
さ
れ
る
と
こ
ろ
す
く
な
か
つ
た
。
’
吉
岡
博
士
四

〇
年
の
努
力
に
よ
り
先
騙
者
森
近
蓮
李
の
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
同

學
者
一
同
の
よ
ろ
こ
び
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
機
會
に
、
幸
徳
一
人
の
顯
彰
の
か
げ
に
か
く
さ
れ
て
、
こ
の
面
に
お

い
て
も
「
犠
牲
者
」
で
あ
る
他
の
一
人
び
と
り
の
關
係
者
に
つ
い
て
も
一
暦
の

研
究
が
す
す
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
年
一
月
二
四
日
の
森
近
蓮
李
刑
死
五
十
周
年
記
念
日
ま
で
に
出
版
す
る
た

め
、
急
ぎ
印
刷
さ
れ
た
た
め
か
正
誤
表
以
外
の
、
・
・
ス
プ
リ
ン
ト
が
か
な
り
多
く

目
に
つ
く
こ
と
、
ま
た
一
、
二
こ
ま
か
い
事
實
の
誤
り
に
氣
づ
く
が
、
そ
れ
ら

も
本
書
刊
行
の
偉
業
に
比
す
る
と
と
る
に
足
り
な
い
と
も
い
え
よ
う
。
　
（
日
本

丈
教
出
版
株
式
會
肚
　
三
二
〇
圓
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
村
勝
範
）

紹
介
と
批
評

一
三
一

（
六
七
三
）


